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（趣旨説明１・コラム１）

　　　　　　　　　「海の森づくり大会」挨拶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京海洋大学長　岡本信明
　

　
　　魚類の増養殖を通じて、海の恩恵を強く意識する者として、「海の森づくり：第４回こんぶサミット」
　の開催の意義を再確認するとともに、この取組みが益々の成果を上げられることを願っております。
　
　　本シンポジウムの趣旨にありますように、「海」が今ほど注目されている時代はなかったのではない
　でしょうか。「国連海洋法条約」が制定され、我国でも「海洋基本法」に基づき、昨年には新たな「海洋
　基本計画」が閣議決定されました。
　　人類の共有財産である海を「知り、守り、利用する」ために、私たちひとり一人の具体的な行動が求
　められています。
　　海の森づくり推進協会が展開する「海の森づくり」は「里山」「里海」運動につながるものとして、我国
　ばかりでなく、世界から注目されています。
　
　　海と陸というような、単純な対比で海という言葉を使いがちですが、現実の海は異なる水環境の
　連続体であり、100の場所には100の海があることをベースにすえておく必要があります。最終的な
　現象としては同じように見えるものであっても、100の海には100の異なる原因があり、100の処方箋
　が必要であるかもしれないとの考え方は、直前する問題を解決していくときの助けになるのではない
　かと思っています。

　　「海の森づくり」が目指す「特徴を生かしつつ、賢い海の利用」の実現に向けた「海の森づくり」が
　国民の認識を高め、津々浦々で具体的な取組みとして結実する日が来るものと確信し、簡単ですが、
　挨拶とさせていただきます。

プロフィール

（ご挨拶）

岡本信明（おかもとのぶあき）
　　昭和２６年、名古屋市生まれ　　　　専門分野：魚病学
　　昭和４９年、東京水産大学卒業
　　平成８年、東京水産大学　教授
　　平成16年、東京海洋大学　副学長
　　平成24年、東京海洋大学　学長

平成26年６月１日

コラム　「壱岐日々新聞特集」　- 1 -　2002.11.8 
公共事業で「コンブ海中造林」―コンブの森で海を救う　コンブの森に魚が舞う　生命溢れる海中林　
                                                                                         海を浄化し、産卵と稚魚のゆりかごに―　
磯焼けに苦しみ、漁獲が全国的に急減している日本の海を救おうと、コンブの人工増養殖計画が国や
県の公共事業の後押しも得て、壱岐でも始まろうとしている。
コンブ海中造林はCO2･窒素･燐を吸収し、酸素をだし、海を浄化し、天然の藻場を活性化するばかり
でなく、産卵場や浮遊生物の付着基盤となり、現地の生態系を多様化し、稚魚のゆりかごになり、増殖
に貢献し、海を救う。まさに、水産の要である。必要なことは、適当な時と所で、ロープに種をつけて、
海中に垂らすだけである。12月の養殖を始めると翌年の3～6月に収穫が出来る。成功すれば、収穫した
コンブをアワビやウニの養殖の餌として高収入につなぐ展望もある。五島出身の国会議員山田正彦氏
の紹介で去る11月3日に鹿児島大学の松田惠明教授が来島して、3組合長他約70人に具体策を説明した。
将来的には、壱岐の島の周囲を、ぐるりとコンブの広大な海中の森が取り囲み、魚の天国となることも夢
ではなさそうだ。

　　 海の森づくり第4回こんぶサミット
PART １　海の森づくりの過去･現在･未来
　　　　　　【趣旨説明】

　「海の時代」に入りましたが世界の海洋秩序は定かではなく、世界の環境・食糧・医療・安全保障等
問題は深刻さを増しております。そのような時代に対処するために日本では最近、海洋基本法が制定
されました。それは、海洋の開発及び利用と海洋環境の保全との調和、海洋の安全確保、科学的知見
の充実、海洋産業の健全な発展、海洋の総合的管理と国際的協調を基本理念とし、「我が国の経済
社会の健全な発展及び国民生活の安定向上を図るとともに、海洋と人類の共生に貢献すること」を
目的としています。海との賢い付き合いも長い日本には、その海洋基本法の理念と目的に沿った「海」
を特徴とする国際貢献が期待されています。しかし、日本の沿岸の磯焼けは顕著で漁村は高齢化と
後継者不足に直面しています。そこで、私達は環境・水産再生の鍵である藻場の重要性を認識し、小
規模で小回りが効く「種糸100ｍ運動」と「硫酸第一鉄」を使った海洋施肥試験からなる「海の森づくり」
を全国展開し、ITはじめ、シンポジウム・サミット・講演会・出版・研修ツアー・体験教室等を通して一般
市民との連携の場を広めてきました。
　当協会の活動である九州を中心とするマコンブの冬季養殖を中心とした「海の森づくり」は水産増殖
に繋がる養殖技術で、持続的な磯やけ対策に繋がり、6次産業化へむけたアワビ等の餌を含む生産物
利活用、漁村での勉強会という場づくりによる実質的な人材育成等による漁村活性化を促進しようと
するものです。そのマコンブは、全て1年生の促成栽培種で、柔らかコンブと呼ばれ、北海道産昆布とは
異質です。平成25年には、北海道の昆布の生産も大幅に減少し、将来の展望が危惧されています。
また、東日本大震災後、三陸の海藻養殖業も大きな痛手を被り、市場では、中国や韓国からのコンブ・
ワカメ等の輸入がどんどん拡大しています。
　当行事はこれまでの「海の森づくり」の総括を踏まえ、これからのあり方を模索するものです。

【趣旨】

【目的】
当協会が勧める「海の森づくり」は人工的かつ効率的な藻場づくりに貢献するもので、日本の特徴を生
かしつつ、国際貢献に繋がる賢い海の利用に対して1役を担うものです。当行事は、このような「海の森
づくり」対する国民の認識を高め、循環型社会の構築に貢献することを目的とします。

【目標】
水産の基本は漁村にあり、漁村環境は多様で、それぞれの漁村にあったシステムを作ることが必要です。
1994年に鹿児島で始まった当協会前身のマコンブ種糸の斡旋量は、2002年の当協会発足時の年間
1,200mに伸び、今は16,000ｍ余まで伸びました。Part Iでは漁業者の努力を再評価し、6次産業化と結
びつける道筋を模索したい。
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（目　次） （午前の部・コラム２）

コラム　「壱岐日々新聞特集」　- ２ -　2010.2.5 
壱岐で磯焼け回復の大規模実験を―石灰藻を落としコンブとカジメで―（対談）農林省副大臣山田正彦氏・東部漁協長浦田俊信氏。
全国的な重大問題となっている磯焼け問題解決のために、壱岐を舞台にコンブやカジメなどの海藻の大
規模な海藻の養殖実験をしてみようという計画が浮上した。8年前の2月に山田正彦議員主催の「海中に
コンブの森を作ろう」という講演会が壱岐文化ホールであり、東部漁協がすぐ手を挙げ、当誌も注目して
ずっと追いかけてきました。振り返れば感無量です。
浦田「副大臣就任おめでとうございます。大願成就ですが、沿岸漁業再興のため是非お力を」
山田「こちらこそどうもありがとう。零細な沿岸漁業を大切にする政治にします。長崎の海を大事にしたい
とも念じている。壱岐の東部漁協ではコンブの森を作って海女さん80人も健在。対馬の豆酘で磯焼けで
岩にこびりついた石灰藻をコンプレッサーで落とす“海の掃除”を頼んだところ、この石灰藻は簡単にはが
れ、はがれた所には確実に海藻が生える。」
浦田「いったん磯焼けしたところは、自然石や漁礁をいれても海藻はつかない。」
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コラム　「壱岐日々新聞特集」　- ２ -　2010.2.5 
壱岐で磯焼け回復の大規模実験を―石灰藻を落としコンブとカジメで―（対談）農林省副大臣山田正彦氏・東部漁協長浦田俊信氏。
全国的な重大問題となっている磯焼け問題解決のために、壱岐を舞台にコンブやカジメなどの海藻の大
規模な海藻の養殖実験をしてみようという計画が浮上した。8年前の2月に山田正彦議員主催の「海中に
コンブの森を作ろう」という講演会が壱岐文化ホールであり、東部漁協がすぐ手を挙げ、当誌も注目して
ずっと追いかけてきました。振り返れば感無量です。
浦田「副大臣就任おめでとうございます。大願成就ですが、沿岸漁業再興のため是非お力を」
山田「こちらこそどうもありがとう。零細な沿岸漁業を大切にする政治にします。長崎の海を大事にしたい
とも念じている。壱岐の東部漁協ではコンブの森を作って海女さん80人も健在。対馬の豆酘で磯焼けで
岩にこびりついた石灰藻をコンプレッサーで落とす“海の掃除”を頼んだところ、この石灰藻は簡単にはが
れ、はがれた所には確実に海藻が生える。」
浦田「いったん磯焼けしたところは、自然石や漁礁をいれても海藻はつかない。」
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（基調講演１）

海の森づくりー過去・現在・未来ー
高知大学名誉教授　　　大野正夫

昔の藻場
　　「海の森」と言われるものは、河口や内湾の少し淡水が混ざった気水域の小石混じりの砂地に繁茂する
　海産種子植物群落（アマモ場）と岩礁域に繁茂する大型褐藻類群落（コンブ、カジメ、アラメ、クロメとホ
　ンダワラ類）で、水産用語で「藻場」と呼ばれている。藻場は魚介類の産卵場や稚魚の保育場として、漁
　業者は昔から大事にしており、多くの漁協では、このような群落のかなり広い面積を水産資源保護水面
　として漁業禁止区域に定めることにより、「藻場」を守ってきた。
　
　　これらの海の森のなかでアマモ場は、温かい海では葉長30ｃｍほどのコアマモが多く、瀬戸内海、
　三河湾や東京湾では1ｍほどのアマモが主要な種となっており、関東から北方、北海道のサロマ湖では
　１ｍ以上になるスガモが広く繁茂している。東北地方から北海道のアマモ場は小魚やプランクトンが増
　えてホタテ貝の養殖が盛んに行われている。アマモ場は、船上からも確認できるので藻場の衰退は容易
　に観察できる。アマモ場は年により大雨、水温の極端な変動がある時に貧弱になるが、翌年には回復し
　やすい特性がある。これはアマモの繁殖は種子とともに地下茎での繁茂が著しいので安定した群落を
　維持できた。そこで、昔は特にアマモ場の造成は、漁業者は行わなく環境の悪化に気をつける程度で
　あった。

　　ホンダワラ類は2~4 mの背丈になり漁業者は“もく”と呼んでおり、産卵場、保育場とともに、浮き袋（気
　胞）を持っている特徴からホンダワラ類は岩から流出して流れ藻になる。流れ藻はサンマの産卵場、ブリ
　や多くの種の稚魚のすみかとなる。海のオアシスと呼ばれており、水産資源の維持には重要な役割を果
　たしている。ホンダワラ類藻場は、環境変動に強く、多くのところでは1960年代以前は、増え過ぎた時に
　船のスクリュウにからまるので刈り取りをすることを行っていて、航路外に水産保護海面を決めることを
　していた。

　　コンブ類とカジメ類は、食用やアワビ、サザエなどの餌料となるが、海流変動、特に黒潮に影響される
　沿岸は、年変動が著しく、黒潮の変動で水温の上昇した年は、特にカジメ類の繁茂が減少し、約12年周
　期で変動するという報告もある。昔から繁茂密度が減少したところに、成熟期の母藻を石にくくり投入す
　る方法、ほかの海藻（雑草）を駆除、爆破して新たな裸地を作ることなども行われたが、磯掃除や爆破は、
　現在は行われなくなった。

　　このように1960年代以前は、藻場の管理は水産試験場から指導を受けながら漁業者自身が行って
　きたので、古い水産関係の試験報告には藻場造成の記載はほとんどない。

　

1970年代から現在の藻場と藻場造成
　　水産庁の水産研究所、各県の水産試験場や多くの大学で、1960年代の藻場にもどす藻場や藻場
　造成の事業が行われるようになったのは、1970年代に入って高度経済成長期に沿岸の埋め立てが
　始まり、瀬戸内海や東京湾でアマモ場が消えてゆき、漁港・防波堤事業による濁水と産業排水のため
　アマモ場、カジメ藻場の衰退が漁業者から知らされたことによる。1980年代後半は、黒潮の影響もあ
　り藻場が衰退し石灰藻が岩を被いピンクになる磯焼けが各地で報告されて、水産庁が全国的な藻場
　の実態調査を始めて、多くの海藻（海草）の研究者が藻場調査や藻場造成に係るようになった。特に
　1998年に太平洋側沿岸では、夏季に高水温になり、広い範囲でカジメばかりでなく、ホンダワラ類も
　枯れて磯焼けが広まり、全国の水産関係の試験・研究機関や海洋土木会社で、人為的な藻場造成事
　業が行われるようになった。さらに、現在の海の森の変化は地球温暖化の現象として考えられている。
　温暖化により暖海性の食害動物が増え、温帯系のカジメ類やホンダワラ類が減少し、暖海性のホンダ
　ワラ類に繁茂してきて、海藻植生が変化しつつあると言われている。最近は、温暖化と関連して、海水
　の浄化、窒素、燐、CO2の軽減対策として藻場の役割も高く評価されてきている。
　
現在の藻場造成の実例
　　アマモ場の造成は、種子を撒く方法と地下茎を移植する方法が一般的であり、アマモ類を食する魚
　介類がいないので、この方法で瀬戸内海や東京湾では、いくつかのところで消失した区域の代替えに
　造成した区域で、新たなアマモ場が再生した事例が報告されている。
　　ホンダワラ類は、ウニ・貝類、暖海性アイゴやブダイなどの魚類が食するので、成熟した母藻の投入
　（スポアバッグ法）・幼体の移植やウニ退治が行われてきたが、これらの動物の食害にあって成功しな
　い事例が多く、また、いままでに生育していなかった暖海性のホンダワラ類のキレバモクが侵入して
　おり、従来のホンダワラ類の活力が弱ってきている。
　　コンブ・カジメ場は、暖海性の魚類のほか、特にウニによる食害が多く、母藻の投入や人工的にカジ
　メの胞子を合成基質に付着させてタンク培養を行い種苗生産し、葉体が数cm以上になったものを、
　基盤にとりつける方法などが試みられているが、やはり、成功例が少ない。ウニの大規模な駆除や大型
　海藻の藻場造成法としてホンダワラ類とカジメ類などを混合移植して、「海の森」のバランスを図ること
　が大事であることも指摘されている。

海の森の未来
　　沿岸魚介類資源の減少は藻場の減少と関連しており、対策に水産庁や各地の水産研究機関が回復
　事業を行っているが、大型褐藻類藻場の回復方法が、まだ、完全に確立されるとは言えず、成功例が少
　なく温暖化による変化に合わせた取り組みが必要である。暖海性の生物を漁獲して水産物として取り
　上げ、各地で異なる沿岸生態系のバランスを整える総合的な藻場造成の検討することが急務ではない
　かと思われる。
　　現在、消失した岩礁地帯には海岸構造物が設置されており、これらを藻場の基盤とする新しい藻場
　づくりも積極的に行う必要がある。関西空港の周縁の傾斜護岸には、大きな藻場が形成されている。
　2010年の調査で関西空港の護岸の藻場面積は、大阪湾全域の18％を占めていると報告されている
　（2014、米田他）。藻場造成には、多くの漁港や防波堤を藻場にする計画を繰りこむことが必要であろ
　う。これらの藻場は人工海岸構造物造成の実施後、数年後に形成されている。未来の藻場造成は新し
　い発想と大規模な構想が必要である。

プロフィール

（基調講演１　つづき）

1968年東京大学大学院農学系研究科博士課程修了、農学博士、高知
大学海洋生物教育研究センター教授。2003年3月に定年退職、名誉教授。
研究分野は海藻生態学、藻場造成、海藻類養殖技術、熱帯産海藻類の
生態学。
主要著書は海藻資源養殖学（共著、緑書房）、
21世紀の海藻資源（編著、緑書房）、有用海藻誌（編著、内田老鶴圃）
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プロフィール

（基調講演１　つづき）

1968年東京大学大学院農学系研究科博士課程修了、農学博士、高知
大学海洋生物教育研究センター教授。2003年3月に定年退職、名誉教授。
研究分野は海藻生態学、藻場造成、海藻類養殖技術、熱帯産海藻類の
生態学。
主要著書は海藻資源養殖学（共著、緑書房）、
21世紀の海藻資源（編著、緑書房）、有用海藻誌（編著、内田老鶴圃）

カ ジ メの 育 成



（基調講演２）

　　　　　これからの「海の森づくり」
～海藻と養魚と人との共生・循環・再生をめざして～

鹿児島大学水産学部養殖学分野教授　　門脇　秀策

　これからの海面養殖業は、海藻と養魚と人との共生・循環・再生をめざした環境と調和した養殖がポイント
です。「青い豊かな海を子孫に残す海の森づくり」は私たちの使命です。

１．環境負荷の高い単一養殖、赤潮や魚病、低酸素の発生
　従来の養殖は一種類の魚だけを育てる「単一養殖」が主流でした。その場合、養殖魚による水中酸素の
消費と二酸化炭素の負荷、さらに糞尿や食べ残しの餌からチッ素やリンなどの栄養塩が海水に溶け出し、
海水が富栄養化してしまいます。これが原因で赤潮や魚病、低酸素が発生し、魚の大量死や自家汚染などの
問題を引き起こします。八代海南西域における2002年の魚類養殖によるチッ素負荷量は、海藻養殖による
チッ素浄化量の700～2,600倍に達していました。

２．養魚場周辺に海藻の森を造林する環境保全型複合エコ養殖
　「環境保全型複合エコ養殖」とは、
養魚場周辺で海藻や貝類を栽培養殖
して水質を浄化し、生態系のバランス
を整えると同時に、その海藻を魚介類
の餌として利用する養殖技法です。「エ
コ養殖」の「エコ」には、「エコロジー（自
然）」と「エコノミー（人間）」との調和の
意味がこめられています。
　この複合エコ養殖は、養魚生簀周辺
でマコンブ、ワカメ、アオサ、ミリン、カジ
メなどの海藻を周年にわたって海中造
林、栽培することがポイントです。図１
のように、養魚から排出される糞尿や
残餌から溶け出したチッ素やリンなど
の栄養塩は海藻が吸収します。海藻に
は病原菌や赤潮を抑制する作用もあり
ます。最近、Heterosigma akashiwo赤潮
を破壊させず運動を停止させるアオサ
の適密度は6～10 kg 湿／m3である
ことがわかってきました。育った海藻は
アワビ、ウニやブリ類、マダイ等に餌とし
て与えます。アワビの養殖カゴにはナマ
コを共生させて、アワビの糞を餌として
ナマコも養殖できます。

　

３．養魚面積と同面積以上の海藻栽培で浄化が可能
　海藻がチッ素を吸収する能力を調べた結果、魚類養殖面積と同面積以上の海藻栽培を行った場合、
魚類養殖量に見合った水質環境の浄化が図れることが分かってきました。ただし、最も効率よくチッ素を
吸収するアオサでも、養殖場から出るチッ素、リンの負荷を完全に吸収するには、養魚場の面積の2.5倍
の広さが必要であり、海藻だけで完全に吸収することには難点があります。
　しかし、養魚場の富栄養化
に応じて海藻栽培を実施する
ことは、富栄養化の改善、酸素
の供給に効果があります。
つまり、環境への負荷を減ら
すと同時に、養殖魚の餌食い
を活発にし、水質管理に不可
欠な酸素を供給することが
可能なシステムなのです。
　図２は養魚生簀の周囲で
マコンブやワカメ等を海面
から垂下して栽培する例です。
海藻の栽培層は、海藻の生長
と生簀内への海水交流を妨
げないことを考慮して、海面
から４ｍ層まで垂下してい
ます。生簀の周囲にはマコン
ブの種糸を10 cm間隔で差
し込んだ４ｍの幹綱を１ｍ
間隔で垂下します。これに
よって、マコンブが3.2ｔ生産
され養魚に伴うチッ素負荷量の約30％が浄化されます。

プロフィール

（基調講演２　つづき）

浅海養魚場におけるこれからの「海の森づくり」は、環境負荷の高い単一
養殖によって発生する赤潮や魚病、低酸素を予防するために、養魚面積と
同面積以上の海藻栽培で水質浄化が図れることが分かってきたことから、
C, N, Pを循環させる環境と養魚と人間にやさしい環境保全型の「複合エ
コ養殖技術」をご理解いただきたい。。

図１．環境に優しい複合エコ養殖
　環境保全型複合エコ養殖は、水質浄
化によって健康な魚を育てるだけでなく、
海藻を魚介類の餌としてリサイクルする
ことによって、さらに生産性が高まるので、水質環境の浄化保全と持続的な養殖産業の両立が可能な方法です。

４．より付加価値の高い養殖を目指して
　複合エコ養殖で生産されたアワビやナマコは、乾物として出荷することで、常温での長距離輸送や長期
保存が可能になります。さらに今年、生鮮アワビに広東料理の味付けをして秋田県白神そだち「白神あわび」
として、国際線空港で販売する６次産業を起業しました。
　さらに、メガイアワビを養殖する際に核を入れると４～５カ月間で半形真珠、約１年で真円真珠が作れる
ことも分かりました。真珠を収穫した後の貝殻は、螺鈿（らでん）細工の原料として有効利用できます。より高い
付加価値を生み出す「複合エコ養殖」は、地域の雇用の増大も期待できます。

５．環境にも養魚にもやさしい技術の開発・改善をめざして
　これからは、海面養魚場の再生へむけて、養魚場内外での海藻の周年栽培、藻場造成、海藻バイオマスの
再利用（系外排出）や系内循環による利用を促進する具体的な対策が急務です。環境保全型複合エコ養殖
は、水質浄化による環境保全と健康な魚を持続的に育てる養殖産業の両立が可能であり、時代のニーズに
合った方法です。
　鹿児島県東町漁協では、2000年に「魚類養殖漁場近辺における海藻養殖を推進し、魚類と海藻の養殖場
面積を1：1以上に増やすよう努力する」ことを決議し、複合エコ養殖を養殖漁民自らが実践・努力しています。
また、天草市御所浦町では、マコンブとワカメの種糸をそれぞれ青森市水産指導センター及び島原市の吉田
水産から12月下旬（20℃以下）及び11月下旬（21℃以下）に入手しています。
　環境と養魚の両方に優しいこれらの取り組みを、生産者、水産関係者、消費者の皆さんにご理解いただき
たいと願っています。
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合った方法です。
　鹿児島県東町漁協では、2000年に「魚類養殖漁場近辺における海藻養殖を推進し、魚類と海藻の養殖場
面積を1：1以上に増やすよう努力する」ことを決議し、複合エコ養殖を養殖漁民自らが実践・努力しています。
また、天草市御所浦町では、マコンブとワカメの種糸をそれぞれ青森市水産指導センター及び島原市の吉田
水産から12月下旬（20℃以下）及び11月下旬（21℃以下）に入手しています。
　環境と養魚の両方に優しいこれらの取り組みを、生産者、水産関係者、消費者の皆さんにご理解いただき
たいと願っています。



（基調講演３）

愛媛県立宇和島水産高校における環境教育の実践
愛媛県立宇和島水産高等学校　　教諭　喜多川　浩史

１　宇和島水産高校における環境教育の目的
　　本校の学習は、そのフィールドとなる地球環境や海洋環境、そして、エネルギー問題を切り離しては
　成り立たない。海洋観測や海の清掃活動を通して、地球環境問題への認識を深め、その保全や改善に
　実践・行動できる人間力を向上させること、そして、環境に対して宇和海は元より世界規模で見つめる
　ことができる力を養うことを目的としている。
　　目標を達成するために、以下の７つの取り組みを実践している。
　　　①宇和海における海洋観測の取組                  ②水高ブルーカーボンプロジェクトにおける取組
　　　③生物調査による環境の評価による取組        ④研究活動による取組　
　　　⑤環境の啓発活動による取組　　　　　　　⑥海の奉仕活動による取組
　　　⑦リサイクル・節電・節水への取組

　　これらの取組（エコアクション）を行うことにより、環境保全分野や環境保全型の水産業に貢献できる
　力を育成することをねらいとした。また、継続的な調査や研究を通して、課題発見・解決型の能力が育成
　することも目標とした。更には、小学生などを対象に「海」や「魚」が好きだという気持ちを育むため、地域
　イベントに参加し、啓発活動（地域域貢献活動）を実施した。これらを通して、教えることの喜びや難しさ
　を体験し、エコアクションの重要性を再確認させるとともに、様々な年代の方々に環境や水産業に対する
　意識を高揚させることもねらいとした。
　　本発表は、NPO法人「宇和海に緑をひろげ環境を守る会」の御支援を受け、実践してきたコンブ培養
　等の海藻類による「水高ブルーカーボンプロジェクト」の教育効果を中心に、本校における環境教育の
　実践についてまとめた。

２　水高ブルーカーボンプロジェクトにおける取組
　　ブルーカーボンとは、海洋生物により取り込まれる二酸化炭素のことを示し、陸上植物等のグリーン
　カーボンと共に非常に重要とされている。本校では、コンブやアナアオサを培養することにより、二酸化
　炭素を吸収するとともに、養殖場等から排出される残餌や排泄物由来の栄養塩類を吸収させ、漁場環
　境の浄化を図る環境保全対策を行っている。
　　コンブは、高水温下では生息できず腐敗するため、宇和海等の南方系海域では、12月に種付けした
　コンブを6 月までに収穫する必要がある。このため、栽培されたコンブは、生態系を乱すことなく漁場
　環境を改善することが可能となることが利点である。本校では、宇和海浄化におけるブルーカーボンの
　取組を行うとともに、収穫したコンブやアナアオサによるブルーカーボンのためアワビ養殖の取組を
　実践した。また、上述のNPO主催の「コンブ収穫祭」や「コンブ種付け」に参加し、ブルーカーボンへの
　取り組みを市民の方々に伝えることができた。

　

　　これらの取り組みを環境分野だけでなく、ビジネスに活かすことで環境保全活動を推進できないか
　と検討し、ビジネスプランについて研究した。それらを日本政策金融公庫主催の「高校生ビジネスプラ
　ン・グランプリ」に「宇和海からの贈り物　～水高育ちのエコなアワビ～」を主題で応募した結果、最優
　秀（グランプリ）を受賞した。（平成26年1月）

　内容については、以下に述べる。
　本校は、地球温暖化防止のための水高ブルーカーボンプロジェクトを行っている。ブルーカーボンとは、
　海洋生物による二酸化炭素の吸収のことで、国連環境計画UNEPの報告では、地球上のすべての生物
　が固定する炭素のうち、55%は海洋生物が吸収する二酸化炭素によるとされている。したがって、コンブ
　やアオサなどの海藻類を海で養殖することで、海中の二酸化炭素を吸収し、「地球温暖化」の抑制につな
　げるとともに、赤潮の原因の１つである「海の富栄養化」を防ぐことを目的とした取り組みである。そこで、
　収穫した海藻類を餌としてアワビ養殖を行うことにより、①地球温暖化の抑制、②海の富栄養化の防止、
　③アワビ養殖の餌代の削減を図ろうという考えである。さらに、育てたアワビを販売することによって、
　お客様に水高ブルーカーボンプロジェクトについても知っていただき、地球環境のことや、エコな養殖
　について考えてもらえる場としたい。また、地域に新たな産業ができれば、水産業の担い手の活躍の場
　が増え、新たな雇用につながればというプランである。
　
３　成果と今後の課題
　　宇和海の海洋観測への取組を継続的に行い、宇和海の環境をみつめることができた。
　生物調査による環境の評価による取組においては、水生生物による水質調査、河口干潟域における生物
　調査、宇和海等の水生生物調査から生物学的視点で水域の環境を評価することができた。したがって、
　水高ブルーカーボンプロジェクトを含めた７つの取り組みを行うことにより、海域の環境をより身近に
　感じ、自然環境や環境分野に対して生徒の興味・関心を喚起することできた。
　　さらには、環境の啓発活動による取組では、地域イベントや文化祭を通して様々な年代の方々に環境
　や食育について興味関心を喚起することができた。特に、小学生や幼稚園児に対して、「海」「環境」「魚食」、
　そして「命の大切さ」について伝えることができた。
　　このような活動を継続させることによって、本校の教育目標の柱である環境保全分野や環境保全型
　水産業に貢献できる力を徐々に育成することができているのではないかと考えている。
　　今後も、様々なアプローチを行うことにより、水産業や環境分野に寄与できる次世代の人材を育成
　するために、幅広い視野で継続的に実践していきたい。

４　謝辞
　　本校における環境教育の実践に対して、NPO法人「宇和海に緑をひろげ環境を守る会」（愛媛県宇和
　島市）に御指導・御支援を賜った。また、国立大学法人鹿児島大学水産学部養殖学分野　門脇秀策教授
　には、アナアオサの譲渡と「アワビと海藻とナマコの複合エコ養殖」についての御講演・御指導を賜った。
　　また、アワビの種苗生産技術では、愛媛県農林水産研究所水産研究センターに御指導を賜った。
　　さらには、平成25・26年度「環境のための地球学習観測プログラム」（GLOBE)（文部科学省）及び平成
　25年度「エコハイスクール推進事業：環境教育ハイレベル研究推進校」（愛媛県）の研究指定をいただき、
　御指導を賜った。
　　物心共に御支援を賜った関係各位に厚く感謝を申し上げます。

プロフィール

（基調講演３　つづき）

近畿大学農学部水産学科　
　（水産増殖学専攻：近畿大学水産研究所）　卒業
　現在、愛媛県立宇和島水産高等学校に教諭として勤務。
　水産増殖科長・サッカー部監督
　E-mail　 kitagawa-kouji@esnet.ed.jp　
　勤務先：愛媛県宇和島市明倫町1-2-20：電話番号0895-22-6575

種付け時のコンブ（12月）　　　収穫したコンブ（3月）　　メガイアワビへのアナアオサの給餌
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